
郡山市総合地方卸売市場取扱高実績
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・2024(R6)年度の取扱高は、卸売業者9,404百万円（前年度比105％）、仲卸業者9,288百万円(前年度比108％）。
・猛暑等による影響で野菜・果実ともに生育不良が多発したため前年度より取扱数量が減少したが、品薄による単
価高に支えられ取扱高自体は上昇した。

・2024(R6)年度の取扱高は、卸売業者6,319百万円（前年度比93％）、仲卸業者3,731百万円（前年度比92％）。
・天然魚の水揚げ量が減少していることに加え、猛暑による死滅及び飼料代の高騰等による養殖魚の減少、物価高
騰により消費者が節約志向にある等の要因が、取扱数量及び取扱高の減を招いた。

・2024(R6)年度の取扱高は、卸売業者1,030百万円（前年度比96％）。
・物価高による節約志向から生花を買い控える風潮に加え、猛暑の影響により枯れやすい生花を敬遠する傾向にあ
ることが、小売店の仕入や消費者の購買減少にもつながり、取扱数量及び取扱高の減を招いた。

卸売業者：出荷者（生産者等）から委託された品物又は自ら買い付けた品物を市場内でせり売等により仲卸業者や買受人に販売する者
仲卸業者：卸売業者から買受けた品物を小口に分け買受人に販売する者
買 受 人：市場内でせり売に参加し、卸売業者や仲卸業者から品物を買受ける者（小売店等）

卸売業者


